
令和６年７月３１日（水）午前９時～午後２時に初任者研修⑫⑬野外活動研修を八尾市立大

畑山青少年野外活動センター【アクトランド YAO】で行いました。研修目的は「アクトラン

ド YAO で野外活動を体験することにより、初任者教員の資質向上を図る。体験活動を行うこ

とで教職員相互の交流を深め、知見を広げる」です。各種研修の講師は大畑山野外活動センタ

ーの 宮嶋 啓太 所長です。研修内容は１）講義「野外活動時の諸注意について」２）実技

「野外活動でのサイエンス教室」３）実技「飯盒炊さん」４）教育長講話「自然体験活動につ

いて」５）講義「アクトランド YAO で展開しているプログラム」です。 

＜受講者感想＞ 

・危険な生き物（蜂や蛇など）ともうまく付き合っていくことが大切であり、それを体験的に

学ぶことができるのが野外活動であると学んだ。野外活動で、実際に危険な生き物と遭遇し

ても、適切な対処方法を知り、経験することで、危険な生き物であってもともに生きていく

ことができると感じることができると思う。また、例えばあじさいの葉には強い毒性がある、

というように、身近なものであっても危険が潜んであるということを知った。うまく付き合

うためには、その生き物の特徴を知る必要があると感じた。 

・話を聞くだけと、実際に現地に赴き五感で感じながら学ぶのとでは全然違うということが実

感できた。子どもたちも同じ思いを持つだろうと想像する。わくわくしながらも、自然の怖

さや注意すべきことをしっかり学ぶことができた。また、自然の魅力についても感じること

ができた。 

・野外活動研修で特に防災との関連が強く印象に残った。ファイヤースターターや電池の火お

こし体験は、本当に良い経験をさせていただいた。火を確保することはとても重要だと思う

が、実際に災害時には学校ではどのように火を確保するのか考えていなかった。特に、マッ

チは理科室にあると思うが、濡れると使用できないということも改めて気づかされた。南海

トラフ地震は私が教員として勤務するうちに遭遇するかもしれない。その時には、やはり学

校は避難所になると思う。個人的にも学校としても防災バッグに必要なものを入れて備えて

おこうと思う。 
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・1 つのことをするのにもグループで活動する際には協力と役割分担が大切であるということ

をよく学ぶことができた。なかなか進まないグループや、周りから見て気づいたことは積極

的に声かけをしてみようと思った。また、子どもたちの興味はどこで引きつけることができ

るのかという話では、できるだけ多様な種まきをしなければならないということを実感した。

そのためには、何が子どもにとってハマるかは分からないが、まずは自分自身が様々なこと

に興味を持ち、体験し、適宜指導に活かしていけたらと思う。 

・林間学習など自然体験活動のなかで今回学んだことを活かしていきたい。教育長のお話にあ

ったネイチャーゲームやアクトランドで行っているネームトスなどは学校の授業の中でも行

うことができる。そのことを通じて、授業の中や学級活動の中で仲間と協力することの大切

さや自主性などを育んでいきたい。 

 

 

 

 

  令和６年８月１日（木）午後３時

～午後５時に幼児教育研修＜ミドル

リーダーステージ研修①＞を本市水

道局大会議室で行いました。研修講

師は京都教育大学 佐川 早季子 

准教授で、研修テーマは「組織力向

上 園内研修を進めるためのファシ

リテーション」です。 

 

←研修資料の一部 

 

 

 

＜受講者感想＞ 

・園内研修を効果的に行うにあたって、「同僚性」を育み合う職場環境の重要性を実感した。 

・「全部答えが出なくてもいい」「何か問いを残すこともいい」ということを知り、今後の話

し合いでは肩の力を抜いて「討議の場」を楽しみたい。 

・子どもの姿から「なんで？」を見つけて討議できるようなファシリテーションがしたい。 

・うなずいてもらうなど、ちょっとした反応をもらうと意見も出しやすく、安心して話せるこ

とがわかった。 

 

 



 

 

 

  令和６年８月５日（月）午前１０時～午後１

２時３０分に初任者研修⑭を行いました。前半

の講師は本市人権教育課 中井 良太 指導主

事で、研修テーマは「人権について考える３ －

児童虐待防止－」です。後半の講師は本市危機

管理課の 山田 大介 係長で、研修テーマは

「防災教育研修 －学校における防災教育－」

です。 

 

←研修資料の一部 

 

＜受講者感想＞ 

・児童虐待についてはどこの学校でも可能性はあると思っているので、普段から子どもたちに

異変はないか目を光らせているつもりである。この視点が本当に大切だと改めて感じました。

生徒指導提要に載っている4層の構造をしっかりと理解し踏まえて普段のかかわりから子ど

もたちの様子をしっかりと見ていきたいと思った。 

・いじめや虐待の問題に限らず、どの問題についても発生予防が重要であると再認識した。そ

の１つの手立てとして、保護者や子どもの相談窓口になることでも発生予防に繋がるという

ことがよく分かった。また、チーム(組織)としての対応も重要ということを再認識すること

ができた。 

・八尾市の特徴や自然災害の可能性など、詳しく知ることができた。八尾市にはいくつかの川

がある。自分が働いている学校の地域にはどのような被害の可能性があるのかを知っておく

べきだと思った。また、自分だけでなく子どもたちにも、災害が起きた時の動き方や対策し

ておくべきことを知らせることも、しなければいけないと思った。 

・八尾市の特徴や地形については第３学年、自然災害については第４学年の社会で学ぶので、

それらの学びを結び付け、また子どもたちの生活につなげていくことが大切だと感じた。ま

た、自然災害が起こったときの様子や避難所での様子を写真や映像でみることで、実際の災

害発生時の様子を想像しやすくなると感じた。 

 

 

 

 令和６年８月５日（月）午後２時～午

後４時に「体育」授業づくり研修を西山

本小学校で行いました。講師は大阪体育

大学 小林 博隆 准教授で、研修テー

マは「主体的、対話的で深い学びの実現

に向けた授業づくりのポイント～ボー

ル運動を例に子どもたちが体を動かす

楽しさを味わえる授業を構想する～」で

す。 

 

←研修資料の一部 

 

＜受講者感想＞ 

・パス練習などにゲーム制を入れると、自然とグループ内で会話ができ、作戦が上手くいくと

一緒に喜べるなど、子どもたち自身の活動が活発になると思った。プレルボールは実際にや



るのは初めてだったが、子どもの気持ちになってやることが大事だと感じた。2 学期以降、

子どもたちに合ったものを考え、今日の研修で学んだことを活かしていきたい。 

・運動量は大切にしたいと思っていることである。今回の研修で学んだことを使っていきたい

し、他の先生たちにも運動量を確保することの大切さを伝えていきたいと思った。 

・ドリルゲームやタスクゲームをたくさん経験させることがメインゲームに繋がることを再度

確認することができた。子どもたちの運動時間と運動量を確保できるように授業の構成など

を考えて行きたい。 

 

 

 

 令和６年８月６日（火）午前１０時～正午

に内容別特別支援教育研修 A（発達障がいに

関する内容）を行いました。講師は大阪府立

八尾支援学校 田崎 榛菜 教諭、白井 遥

子 教諭で、研修テーマは「発達障がいのあ

る子どもの理解及び指導の実際」です。 

 

←研修資料の一部 

 

 

＜受講者感想＞ 

・子どもたちの顔を浮かべながら話を聞いていると、普段自分が大切に思っていることと重な

ることが多かった。今後も自信を持って指導を続けていきたいと思った。 

・特性のあるなしに関わらず、困り感のある子どもに学校全体で関わっていく必要があると感

じた。 

・グループワークを通して、他の先生の意見を聞くことができ「なるほど」と思うことも多く

勉強になった。自分の学校でも事例検討を行う機会を増やしていきたい。 

・子どもたちの特性を理解し援助内容を考えること、またその子の身近な家族、友達とのかか

わりを把握し対応を行うことがとても大切だと感じた。 

 

 

 

令和６年８月６日（火）午後２

時～午後４時に「生活」授業づ

くり研修を行いました。講師は

関西国際大学 椋田 善之 

准教授で、研修テーマは「生活

科における幼保小連携のポイ

ント～遊びを通して育む課題

解決型学習の開発～」です。  

      

←研修資料の一部 

＜受講者感想＞ 

・子ども園の先生方とたくさん交流する時間があり、子ども園の実態や工夫をたくさん聞いて、

自分が思っている以上に子どもたちはたくさんの経験をして、小学校に入学していることに

気付いた。このことを知っているのと知らないとでは、大きく違うと実感した。小学校でも

子どもたちが「やってみたい。」と思えるような環境整備を大切にしていきたいと思う。 

・幼児期での学びが小学校生活の土台になっているので、幼児期にどんなことを学んでいるの

か、それが小学校生活のなにに繋がっているのかを知ることができてよかった。子どもの成



長には、保育者・教師のみとりや関わりが大切なので、意識していきたいと思う。また、自

己決定の場を増やしていきたいと思った。 

・生活科の単元を小学校の先生と作るグループワークでは、より小学校での授業が想像できる

ものとなり、今後の保育をする上で理解しながらできるのがよかった。またグループワーク

で先生方の忙しさや評価をつける難しさなどを知る機会にもなった。小学校の現状を知るこ

とで視野が広がったように思う。 

 

 

 

 令和６年８月７日（水）午前９時３０分～午前１１時３

０分に「算数」「数学」授業づくり研修を行いました。講

師は大阪大谷大学 竹歳 賢一 准教授で、研修テーマ

「ICT を活用した算数授業づくり」（主に小学校）です。 

 

←研修資料の一部 

 

＜受講者感想＞ 

・論理は小学校高学年から楽しく学べるものだと思った。  

帰納的、類推的、演繹的を意識した指導もしていかない 

といけないということが実感できた。内面角も日時計に 

つながる実用的な学習だと思った。教科書以外の教材ネ 

タを仕入れることができた。機会を見て、現場で実践し 

たい。 

・論理的に考える方法がわかりやすかった。算数やそれ以外でも学ぶことができるのがわかっ

た。「二面的測定器」の作り方を知ることができてよかった。４年生では、角を分度器で測

るが、これを使うと児童も理解しやすいと感じた。来年度、活用したいと思う。 

・算数の内容を作業しながら、身につけていく方法を教えていただき、とても勉強になった。

空間認知が苦手な児童には、どれだけ言葉で説明してもイメージできないので、実際に体感

しながら学習することが大切だと思っていたが、適当な教材が見つからなかった。今日作っ

た２面角や日時計を児童と一緒に作ってみようと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年８月７日（水）午後２時～午後４時に「理科」授業づくり研修を行いました。講師

は四天王寺大学 佐藤 美子 教授で、研修テーマは「児童・生徒が楽しめるおもしろ理科実

験研修」です。 



＜受講者感想＞ 

・大変興味深く、受講させていただいた。簡単だけど、探求できる教材というのは、子どもた

ちの考える力を生み出すだろうなと感じた。また、授業の事前準備の大切さを実感した。2

学期に水溶液の性質の授業があるので、子ども達が「おもしろい！」と思えるような授業に

していけるよう、教材研究に注力したい。 

・備長炭を使ってプロペラやオルゴールが動くこと、アルミホイルとマグネシウムイオンで回

り方や音の鳴り方が違うことなど、実際にやってみて初めて気づくことが多かった。子ども

たちもこういうふうに「すごい！」「楽しい！」「これならどうなんだろう！」と自分から

進んで取り組むことができるだろうと感じた。 

・今日の実験を通して、理科の楽しさを再認識した。できる限り子どもたちにも実験をさせた

いと思う。今年度も理科の実験で失敗することがあったが、失敗したら原因を考えさせ、改

善してもう一回やらせるぐらい、余裕を持って授業を進めていきたい。 

令和６年８月１９日（月）午前９時３０分～午

前１１時３０分に「国語」授業づくり研修①を行

いました。講師は大阪教育大学 住田 勝 教授

で研修テーマは「『物語』の『語り』に参加する

読者の育成：文学テクストの読みを支える資質・

能力の開発（主に小学校）」です。 

＜受講者感想） 

・説明文や物語文を通して子どもたちにどのような力を身に付けさせたいのかを改めて認識す

ることができた。学年を越えて物語の構成が同じようになっており、繰返しながら力を定着

させていくことが大切なのだと思った。また、文に書いていることから自分でも想像してみ

たり、挿し絵からも読み取ったりすることも大切なのだと分かった。 

・物語教材の教材研究の仕方についてしっかりと学ぶことができた。特に、自分が作者になっ

てみるという観点から授業を進めていく方法は、とても分かりやすくおもしろかった。ぜひ

実践してみたい。また、今日学んだ物語の型は、どの教材においても使えそうなので教材 

研究の際に役立てていきたいと感じた。 

・物語の構造や叙述をもとに登場人物の気持ちの変化をとらえるだけでなく、その単元で身に

つけさせたい力を、自分の考えをもとに作る活動で、さらにブラッシュアップしていくよう

な教材研究の仕方を学べました。今後の教材研究でも、物語や説明文の構造を意識した教材

研究をしていけると、授業づくりも変わってくるような気がしたので、実践していきたいと

思う。 

 

 令和６年８月１９日（月）午前９時

３０分～午前１１時３０分に通級指

導担当者会⑤を行いました。講師は一

般社団法人 発達支援ルームまなび 

理事・日本 LD 学会 特別支援教育士

スーパーバイザー 今村 佐智子 

さんで研修テーマは「保護者支援・引

継ぎ ペアレント・トレーニングの視

点」です。 

 

 

使用教材 

「みきのたからもの」（光村・２年下） 

「まいごのかぎ」（光村・３年上） 

「スワンレイクのほとりで」 

（光村・４年下） 



＜受講者感想＞ 

・保護者が変わることで子どもが変わるし、  

子どもが変われば保護者も変われると思 

う。保護者の辛さに寄り添いながら、よい  

循環になるような支援を心がけている。ペ 

アトレの理論を学ぶことでそのヒントが  

見えてきたように思う。機会を見つけてさ  

らに深く勉強したいと思った。 

・通級は、ほとんどの児童が週 1 時間の指導 

なので、通常学級の担任と指導支援方法等  

いろいろな情報の共有が大切だと感じている。保護者と子どもの信頼関係、家庭での対応の

仕方も一緒に相談し進めていくことが大切なのだと感じた。ペアレント・トレーニングまで

はできなくても、保護者の話をしっかりと聞き、気持ちに寄り添い、子どもの対応の仕方を

アドバイスすることはできると思うので、今日の研修内容を活かしてやってきいたい。 

・ペアトレの根幹である「良いところ探し＆褒める」「行動分析・理解」「環境調整」「行動

タイプわけ」「理解しやすい指示」「不適応行動への対応」は、学校生活での指導でもとて

も大切なことばかりで、とても勉強になった。それらのことを自身も実践して、子どもや保

護者の理解や成長につなげたいと思う。 

 

令和６年８月１９日（月）午後２時３０

分～午後４時に「国語」授業づくり研修②

を行いました。講師は大阪教育大学 住田 

勝 教授で研修テーマは「『物語』の『語

り』に参加する読者の育成：文学テクスト

の読みを支える資質・能力の開発（主に小

学校高学年・中学校）」です。 

＜受講者感想） 

・小説の授業の在り方について色々悩んでいたが、今回の研修を受けて、1 つ答えが見つかっ

たように感じる。話の作者の立場に子どもたちを立たせることや、その具体的な方法を知る

ことが出来て、今後の授業実践にいかせそうである。今日の作品で多く出てきたプロットの

基本形に当てはまるかどうかを考えるところから教材研究をする事で、作品の肝要な部分を

見つけ、教材研究もしやすくなりそうである。 

・つい物語の授業をすると物語そのものの読み取りを中心にしまうが、そうではなく教科書の

文章をつかって自らの経験を語れるように、あるいは説得力・影響力がある文章が書けるよ

うに物語を学ばせることを改めて確認する機会になった。 

・物語の語りに参加するという方法で進めることで、より楽しく面白く授業を進める子どもた

ちの姿が浮かんだ。小学校から中学校へと、つながりを意識することで子どもたちの力がつ

いていくのだと感じた。 

 

 

 

令和６年８月２０日（火）午後３時～午後５時に幼児

教育研修＜ミドルステージ研修①＞を八尾市立青少年

センター３階の集会室で行いました。講師は大阪総合保

育大学 三輪 よし子 非常勤講師で、研修テーマは

「幼児の学級集団づくりについて」です。 

←研修資料の一部 

使用教材 

「スワンレイクのほとりで」（光村・４年下） 

「大造じいさんとガン」（光村・５年） 

「海の命」（光村・６年） 

「大人になれなかった弟たちに（光村・中１） 

「少年の日の思い出」（光村・中１） 



＜受講者感想＞ 

・子どもを理解すること、尊重することを忘れず、学級づくりをしていくことの大切さを、見

つめ直すことができた。 

・子どもの価値観を育てていくということは、保育者の価値観が少なからず影響を及ぼすので、

「こどものありのままの姿を認める」「一番でなくてもいいよ」「失敗しても大丈夫」など

のメッセージを保育者が伝えていくことが大切だと思った。そのことで、子ども同士が互い

に支え合える、あたたかい学級集団ができると思う。 

・一人ひとりを大切にし、全員が安心できる居場所となるような学級づくりがしたい。そのた

めには保育者間の共通認識が欠かせない。そして子どもたちと一緒に学級集団作りを行って

いきたい。 

 

 

 

  令和６年８月２２日（木）午前９時３０

分～午前１１時３０分に通級指導担当者

会⑥を行いました。講師は公認心理師・臨

床心理士 大阪市小・中学校スクールカウ

ンセラー 教員養成系大学 非常勤講師

の 宝上 真弓 さんです。研修テーマは

「愛着形成・心の居場所、感情教育」です。 

←↓スライド資料の一部 

＜受講者感想＞ 

・愛着障がいが疑われる児童を担当しているが、教  

師という立場でも、できることがたくさんあると   

いうことを学ぶことができた。子どもを理解する 

上で、自分が持った情報を誰に伝えるか、どう連 

携するかはとても大事だと感じている。個人では 

なくチームでサポートしていくために、複眼的な  

視点を忘れずにもっていこうと思った。 

・グループワークが多くて、参加型の研修だったので、とても楽しく、学ぶことも多かった。

同じ悩みを持つ先生方と話すことで、自分だけじゃないんだという安心感が得られた。2 学

期からも前向きに取り組んで行きたいと思う。 

・愛着修復の大切なヒントである、「人の上に立たなくても、信頼関係があれば愛情も安心感

も得られる」と子どもが気付ける支援を行うことが大切だと分かった。今後このことを意識

しながら子どもに接していきたいと思う。 

 

 

 

 令和６年８月２２日（木）午前９時３０分～

午前１１時３０分に「算数」「数学」授業づく

り研修②を行いました。研修テーマは「全国学

力・学習状況調査の問題から考えるこれからの

授業づくり（主に小学校高学年・中学校）」で

研修講師は京都産業大学 牛瀧 文宏 教授で

す。 

 

←スライド資料の一部 



＜受講者感想＞ 

・子どもたちがいかに自分の生活と関連付けて算数の見方・考え方が出来ていないということ

が分かった。それは日々の授業で補えていない部分もあると思う。やはりどの授業でも日々

の生活と関連付けることが必要だと思った。 

・AI の使い方に関しては、とても納得と自信がついた。なんとなく、使ってはいけないものと

いうようなイメージがあったが、積極的に使うことで生徒のためにもなるのではないかと感

じました。 

・数学の授業で AI にできないことを授業に取り入れていくというのは、とても納得ができた発

想だった。なのでそういった考えを取り入れながら授業を作っていきたいと考えた。 

 

 

 

 令和６年８月２２日（木）午後２時～午後４時に学級経営指導力向上研修を行いました。講

師はフェリアン 副所長 津村 薫 さんで、研修テーマは「保護者との信頼関係を築くため

にできること～より良い支援の姿勢を学ぶ～」です。 

＜受講者感想＞ 

・バイスティックの七原則が紹介されていたが、挙げられた 7 つのどれも大切なものであるこ

とが実感できた。特に、自分自身の感情を押し殺さないというのは目から鱗であった。自分

自身も保護者対応に苦手意識があるので、この原則を頭に入れながら対応していきたい。 

・今年度から初めて担任を持って、生徒との関わりや保護者の対応など悩むことがすごくあり、

不安もあった。相手に伝えたい内容も言い方一つでも変化の大きさをすごくこの 1 学期でも

感じていて、この研修でもそのことの大切さについて気づいた。二学期からも今日の研修で

学んだことを活かしていけるようにしたいです。 

・相手の気持ちを引き出すためには、受容することが大切だと思った。コミュニケーションで

は「あなたのことが大切です」という気持ちを伝えることを、今後心がけていこうと思う。 

 

 

 

 令和６年８月２３日（金）午前１０時～午後１２時に転任教職員研修②・講師のための基本

研修③行いました。講師は本市人権教育課 中井 良太 指導主事で、研修テーマは「—地域

に学ぶ—八尾市における人権教育の現状と課題」です。 

＜受講者感想＞ 

・人権侵害事象があった際の対応については、一人で抱え込まず、学校全体で組織的に対応す

る必要があると再認識した。被害児童の側に立ち、加害児童の思いをしっかり聞き、加害児

童本人にしっかり考えさせなくてはならない。一方的に教え込んでも、児童が納得していな

ければ意味がない。状況に応じて、学級全体にも投げかけ、周りの児童の人権感覚も育てて

いきたいと思う。そうすることで、子どもたち同士で、人権侵害を許さない雰囲気も醸成で

きると思う。なにより、教師側の人権感覚をアップデートしていかなくてはならないので、

これからも人権について主体的に学んでいこうと思う。 

・事例検討やグループワークを通して、差別発言に対してどのように取り組んでいくべきか、

理解できた。また、自分自身の人権感覚を磨くことも大切だと実感した。学校での取り組み

や対応もしっかり学んでいきたいと思う。歴史に裏打ちされた八尾市の人権教育に対する取

り組み状況を学ぶこともできた。 

・差別事象が起きた時だけ対応するのではうまくいかないように思う。日常的な人権教育こそ

が大切である。学活・道徳はもちろんのこと、学校のすべての場面で、生徒と共に考えを深

めていかなくてはならないと思った。 

 

 



 

 令和６年８月２３日（金）午後２時～午後４時に「図工」授業づくり研修を行いました。講

師は大阪大谷大学 講師 狩谷 潤也 さんで、研修テーマは「図画工作科・美術科の指導と評価」

です。 

＜受講者感想＞ 

・アプリを使ったコマ撮りアニメーションは、授業で楽しめそうで活用してみたいと思った。

また実際にたくさんの物を作ることができ、印象に残る研修だった。これからの授業にも活

かしたいと思う。 

・簡単に作ることができる工作で、楽しめそうな活動を知ることができた。また、子どもが「こ

うしたい！」と思った、閃いたことについて、「じゃあこうすればいいよ」と伝えることが

できるようにたくさんの知識を身につけておくことが必要だと感じた。 

・ICT を活用した作品作りなど、新しい提案をしていただき、ぜひ学校でも実践したいと思っ

た。メリット、デメリットをよく考え、活用していきたい。また、他学年で学んだことを活

かすというのは確かになかなかできていないと感じた。これまで子どもたちがどのような作

品作りなどに取り組んできたのかこちらも把握する必要があると感じた。 

 

 

 

教育センターＢ棟（東側）の２階に「情報公開コーナー」があります。各種教育関係図書・

雑誌等を配架しています。もちろん「教科書センター」として八尾市で採択している教科書や

他社の教科書もあります。研修等で来所された時に直接ご覧いただければ幸いです。教科書・

その他書籍・雑誌等も２週間の貸し出しを行っております。今回は８月から９月に配架した雑

誌の誌名と目次の一部を紹介いたします。    

 

「こころの科学」（日本評論社）９月号 

・特別企画 「病気未満のアディクション 適応と依存症のあいだ」 

 

「こころの科学」（日本評論社）９月号 SPECIAL ISSUE（増刊号） 

・特集 令和型不登校を “あきらめない“ 

 ８頁に、さいがた医療センター精神科／Sai-DAT ディレクターの 佐久間 寛之 先生

の「現代の暮らしと病気未満のアディクション」というタイトルの記事があります。アデ

ィクション（addiction）とは「依存症」のことです。著者は「依存症」を専門とするお医

者さんですが、家族・関係者とともに受診した「本人」を「依存症」であるのかないのか

を「判定」する「依存症判定士」ではないとキッパリ否定されます。大切なことは、「生

きづらい」現代社会を生きる中で「依存」に「逃避」せざるをえない状況（「物語」）を

聴いていくことだといわれます。著者は１９８０年代と比較されていますが、２０２４年

の現代の方が（表向きは）「多様性」と言いながら、社会が求める（単一で）「透明な天

井」が低くのしかかっていて、それに「適応」できないで、ゲームに「逃避」すると「依

存症」とのレッテルを貼られてしまうとのこと。そして「依存症」の出口は患者の「物語」

を読むことだと言われます。このことを学校教育に当てはめてみると、子どもたちの「生

きづらさ」に寄り添い、一人ひとりの「物語」をじっくり聴いていくことが必要だという

ことでしょうか。                             （葭仲） 

 １頁の「はじめに」で、編者でもある新潟大学 神村 栄一 教授が「令和型不登校」を

「（コロナ）パンデミックによる影響を含むこの平成二五年度以降に増加した」ものと定義

されています。その数は増え続けています。神村教授はその背景として「『学校を休み続け

るって“あり”なのだ』と気づいた子どもと保護者が増えた」ことを挙げておられます。「令 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「月刊学校教育相談」（ほんの森出版）９月号 

 

・特集１ 「親に内緒にしてほしい」と言われたとき 

・特集２ 子どもたちを支える“校内のサードプレース” 

 

「指導と評価」（日本教育評価研究会）９月号 

・特集１ 学習評価（２）結果の解釈の枠組み—目標準拠評価・相対評価×妥当性・信頼性 

・特集２ 教師のリーガルマインド 

 特集２「教師のリーガルマインド」についていくつかの記事が掲載されています。中でも２

４頁に日本女子大学教授で日本スクール・コンプライアンス学会会長の 坂田 仰 さんの

記事は興味深く拝読させていただきました。タイトルは「リーガルマインド涵養試論－調整

という視点から—」です。「リーガルマインド」について「公式に確立した定義はない」（図

解六法）そうですが、「法律の実際の適用に必要とされる、柔軟、的確な判断」（デジタル

大辞泉）という解釈を紹介されています。この「リーガルマインド」を教育現場で「涵養」

 10 頁に公立中学校教諭の 内藤 久美子 さんが、「表面的な言葉にとらわれず、子ど

もの本音を探る」という記事を寄稿されています。特集１の「『親に内緒にしてほしい』と

言われたとき」の中の一文です。「親に内緒にしてほしい」と言われた時の内容を３つに分

類されています。①緊急性があり、かつ保護者も知っておくべき内容 ②緊急性はないが、

保護者もどこかのタイミングでは知っておくべき内容 ③保護者に伝えなくてもよいと判断

できる内容 の３つです。いづれにしても、本人が「言ってほしくない」というのに、無理

矢理言いつけるのはよくないとのことですが、なぜ「言ってほしくない」のか、じっくり「本

音」を聴いていくことの必要性を訴えておられます。もしかしたら「本当は保護者にも一緒

に心配してほしい」という場合もあるそうです。なにより、普段から児童生徒・保護者から

信頼される教師であらねばならないとのことです。               （葭仲） 

３８頁に『木陰の物語 in the shade of family tree』という「漫画」が掲載されていま

す。作者は 団 士郎 さんで、児童相談所等の心理職を２５年されたのち、独立して仕

事場 D・A・N を主催されています。今回は第１５０話「深夜」というタイトルで、子育

て期の夫婦のお話です。読後「ほっ！」とします。「そうか、このパターンもありか」と

思わされます。心の中の「透明な天井」が少し見えた感じがしました。     （葭仲） 

和１５年（２０３３年）ごろには、小学校で２割、中学校で４割ぐらいの子がオルタナティ

ブの学校選びをする」という予測もされています。ただ「令和４年度以降に不登校となった

中学生二人のうち一人、同じく不登校になった小学生五人のうち４人までは、もし１２年早

く生まれていたら不登校になっていなかったのである」という仮説も立てておられます。こ

れは「不登校はその時代の、社会の価値観の影響を強く受ける」からだと説明されています。

著者は「群盲象を撫でる」という段落を設けて、「不登校」の原因分析の難しさを述べられ

ています。立場が違えば見方が違うのは勿論のこと、当事者でさえ原因がわからないことも

多いそうです。結論としては「なんらかの事情や経緯から、入学した学校・学級との相性の

悪さへの微調整が難しいようであれば、代わりとなる居場所を確保できる体制が速やかに提

供されることが望ましい。特別な支援が必要とされる子にしっかりとした支援がなされ、必

ずしもそうでない子には、その子の個性と状況に最適な機会がしっかり提供される支援がな

される。それによって、『誰ひとり取り残さない』の実現が近づくであろう」と述べられ、

以下特集記事の中で著者その他の専門家による「あきらめない」バリエーションを紹介され

ています  

※オルタナティブ：代わりとなるもの                    （葭仲） 



 

「道徳教育」（明治図書）９月号 

・特集 ノート、ワーク、ICT・・・  道徳の「書く活動」最新アイデア 

 

「特別支援教育研究」（全日本特別支援教育連盟編集・東洋館出版社）９月号 

 ・特集 はじめてみよう 気になるあの行動へのサポート 

     ～５つのケースから「気づく」「わかる」「支える」～ 

 

「初等教育資料」（文部科学省編集 ・（株）東洋館出版社）９月号 

 ・特集Ⅰ 学校段階等間の接続を踏まえた指導② 

 ・特集Ⅱ [社会]中学校への接続・発展を視野に入れた「②歴史と人々の生活」の学習 

 

「中等教育資料」（文部科学省編集・学事出版）９月号 

 ・特集 個に応じた指導の充実③ 

     ＜技術・家庭、家庭、情報、道徳、総合的な学習（探求）の時間、特別活動＞ 

 

教育科学「国語教育」（明治図書）９月号 

 ・特集 保存版 一生使える ネタ大全 

 ・第２特集   全国学力・学習状況調査の見方・活かし方 N 

  

教育科学「社会科教育」（明治図書）９月号 

 ・特集 学びのゴールを意識する！学習計画作成と授業づくり 

 

 

 

 

 

 

しなければならいとのこと。それは２０２３年（令和５年）に「こども基本法」が施行され、

同年「こども家庭庁」が創設され、同年「こども家庭庁」が創設され、「こどもの権利を十

分に擁護すべき」との声が高まっているからです。そもそも、我が国においては１９９４年

（平成６年）に「児童の権利条約」（1989 年国際連合総会で採択）を批准して以来、学校

教育は「法化現象」の道をたどってきたそうです。もちろん教育現場では「コンプライアン

ス（法令順守）」の研修が行われてきました。著者は、それらの研修の多くは、「狭義のコ

ンプライアンス」であり、条文を覚えさせるような研修が多かったと見ておられます。実際

の問題を解決していくためのは「条文の暗記」だけでは不十分で「柔軟、的確な判断」が必

要とされており、それを「リーガルマインド」と称されているようです。それらは「より高

度な倫理観等を求める『広義のコンプライアンス』」です。学校現場では、「学校、家庭、

地域社会の予定調和」によって問題を解決してきた歴史がありますが、それらが機能しにく

いからと言って、厳格な「法」の適用によってのみ解決することは馴染まないのではないか

というのが著者の立場です。「法治国家」である以上、学校教育も「法」に規定されるのは

当然のことですが、実際の問題を解決していくとなると、教師のリーガルマインドと教師・

保護者・児童生徒、相互の「信頼関係」は必須です。              （葭仲） 


